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盟村文化が芽生え出した今日､典型的なケースとして紹介したV,｡同村には本土の中央に出して優るとも鎗らずの

村庁舎､村立病院､農協ビルなどの施設が完成したOまた､村の基本産業である製糖工場は150トンに増設され､

-Awl,･を結ぶ近代的な鉄船も完備した｡こうした一連の農村の基本施設の完備に作なって機械化農業も辛守及し､相 伝る

トラクターの音響と共に､農村の夜明け前をかなでてVlるOまさに ｢文化は地方から｣と言V,たいG

では同村の近況をカメラのレンズを通してのぞいてみよう｡

写 真 ① スマートな第-伊江丸90トンは村と

本部間の1万mを30分で横断する快速である｡本船が誕

4三して以来､村の人々は 離島とV,う言光を 忘れたとV,

う｡名産黒糖を積出す傍､シ-ズンには島を訪れる観光

客を実内するのに忙しvlo写炎は澱久地港で客を乗せる

同鮒｡

写 真 ⑨ 第一伊江丸から見た同村の遠望｡向っ

て左3分の1の所把白い煙突のある建物は伊江村農協の

製糖工場oぐすく山 (イータッチユウ)のふもとの高V'

建物は村庁舎｡

写 真 ⑨ こんどは 望遠レンズで のぞいてみよ

う｡タッチユウの左ふもとは伊江中校､右は村庁舎､そ

の左手前は村立病院､その左は映画館､山の中腹の白vl

建物は展望台O

写 真 ㊨ エキゾチックな外観を_Ti･Tる村庁舎O

二階のホールは村議会と村民の集会所だが､その設計と

装飾は本土の中央に出しても少しも劣らなV,0

縦横に走る屋外の帯EE練は､島の隅々まで尽夜rlUELi気を

送って∨ヽる｡

写 兼 ⑤ 仝琉でも異例の村立病院O入院室もす

ぼらしいが､手術室は無影野を設置するなど近代科学の

粋がとりV,れられているD｢ここに入院すれば-ミガキ
粉をのんでも病気は治るよ｣と誰かが冗談をとはす笹だ

った｡

写 真 ⑥ みるからにきれいな農地ビルO内部は

串蕗所と売店｡那覇でも見られなV,シャンデリア (枝形

花芯鐙)までも吊下ったデラックス駁O来年は二階､再

来年は三階と増築の予定もあるというo

写 真 ㊦ ｢わが村は田地なきため砂糖を増産し

て米を購え｣は同村の村是｡ 150トンに増設された農協

の迦糖工場は黒糖工場としては全静で最大O

写真のグレンは今日までケ-ン千ヤ-I)ヤ-で人^によ

ってなされたキビの荷さばきをするもので､画期的な能

率をあげてV､る｡

写 真 ⑧ 機械化農業の普及は生産を高め､青年

に夢を与える事によって高く評価されている｡現在大型

4台､小型30金台の トラクターが普及してV'るo

写真はタッチ-ウの西側で荒地を起す トラクターG

写 真 ⑨ 外火者のRを払くものの一つは防風林

のすぼらしさ｡また､考える農民達によって進んだ農法が

普及しつつあるO 写真はその1例で同村西崎におけるキ

-ウリの早期栽柵｡風よけにビニールを利用してV'る｡

写 真 ⑳ ｢汲き山もあたりに生うる緑井も そ

の座を占めて海と照り合う ′J､林寂鳥｣は本誌の発行人

島袋俊一･伸二f二のよんだ歌で､よく背後のLLJと前軒の海と

マッチするO 写真はその歌碑で名所タッチユウの｢l=l腹

にある｡1961年12月23日 除幕直後写す.

写 真 ⑪ アメリカの有名な従軍記者アー-イー

パイルの記念碑｡彼が戦死した場所に建てられてV,るが

こんな平和な場所でありし烈Lv,戦争の事実をうたがvl

たくなる位のところである｡

写 真 ⑩ 4､5年前まで各地で見られたサークー

ヤー (製糖場)｡ 写真は業者が1958年3月同村出張の陣

にとったスナップだが､こんな短い才月の間に現在の科

学的コ二場に刷新されるとは驚くばかり｡特に対照のため

にかかげた｡ (古 実射 瑞 季)
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